
 

落ち着きのある安全安心な学習環境の維持 
 第５号でもお知らせしたとおり、６月は学校行事が多く開催されました。その時、私たち教員は生

徒たちの事故防止と落ち着いた学習環境の維持に注意を払っています。生徒事故には身体的な怪我は

もちろんですが、生徒間のトラブル、学習環境の破損なども含まれます。 
 入学して３ヶ月目に入り、生徒たちも学校に十分に慣れてきたと思われるこの時期は、私たちも注

意深く生徒をみて指導をするように心がけています。 
そこで、先日も帰りのＳＨＲ後に年次集会を実施し、年次の生徒指導担当から、生徒への注意をう

ながしました。その時に話した内容を簡単にまとめましたのでご家庭でも話題にしていただき、より

よい学習環境を共に目指していきたいと考えています。 
 
★持ち物の管理 
 体育などで各自の荷物から目が離れる時には、「各教室の施錠」や「貴重品を預ける」等、十分に

気をつけること。 
★挨拶の励行 
 登下校時はもちろん、校内でも人とすれ違ったときに挨拶をこころがけること。イヤホン等をし

て外からの音が聞こえないまま無視して通りすぎることのないように。 
★服装 
 暑くなり、だらしない着こなしになりつつあるので、規定通りに身だしなみを整えること。 
女子の靴下はハイソックスです。 
★学校の施設設備を大切に扱うこと 
 破損させてしまった時には、必ずすぐに申出ること。乱暴に扱ったりしないように。 
 

生徒指導委員会から 
 ６月８日（水）の８：２０～９：５０にかけて前期生徒指導委員会が行われました。 
 本校のＰＴＡ会長、生徒指導委員長、各年次の生徒指導委員さんに来校頂き、登校指導、情報交換

を行いました。本校からは校長、教頭、生徒指導部長、年次主任を中心に参加しました。活発な意見

交換のなかで、これからの取り組みへのアドバイス等を頂くことができました。 
 １年次の生徒指導委員さんにはお忙しい中、ご参加くださいましてありがとうございました。以下

に生徒指導委員会の様子を掲載いたします。 
 

 
情報交換の様子               登校指導の様子 
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